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森
県
訓
令
甲
第
四
十
二
号

庁

中

一

般

各
健
康
福
祉
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー

青
森
県
麻
薬
取
締
員
証
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
五
年
七
月
三
十
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

青
森
県
麻
薬
取
締
員
証
規
程

青
森
県
麻
薬
司
法
警
察
手
帳
規
程

(

昭
和
二
十
八
年
八
月
青
森
県
訓
令
甲
第
五
十
号)

の
全
部
を

改
正
す
る
。

(

趣
旨)

第
一
条

こ
の
規
程
は
、
麻
薬
取
締
員
に
貸
与
す
る
麻
薬
取
締
員
証
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る

も
の
と
す
る
。

(

麻
薬
取
締
員
証
の
制
式)

第
二
条

麻
薬
取
締
員
証
の
制
式
は
、
別
記
の
と
お
り
と
す
る
。

(

身
分
証
及
び
記
章
の
提
示)

第
三
条

麻
薬
取
締
員
は
、
職
務
の
執
行
に
当
た
り
、
司
法
警
察
員
と
し
て
の
職
務
を
行
う
者
で
あ

る
こ
と
を
示
す
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
身
分
証
及
び
記
章
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
麻
薬
取
締
員
証
の
携
帯)

第
四
条

麻
薬
取
締
員
は
、
麻
薬
取
締
員
証
の
取
扱
い
を
慎
重
に
し
、
所
属
長
が
指
定
し
た
場
合
を

除
き
、
常
に
こ
れ
を
携
帯
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

麻
薬
取
締
員
は
、
麻
薬
取
締
員
証
が
紛
失
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
特
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

３

麻
薬
取
締
員
は
、
麻
薬
取
締
員
証
を
他
人
に
貸
与
又
は
譲
渡
し
て
は
な
ら
な
い
。
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(

届
出)

第
五
条

麻
薬
取
締
員
は
、
麻
薬
取
締
員
証
を
紛
失
し
、
又
は
損
傷
し
、
若
し
く
は
汚
損
し
た
と
き

は
、
直
ち
に
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
返
納)

第
六
条

麻
薬
取
締
員
は
、
麻
薬
取
締
員
を
免
ぜ
ら
れ
た
と
き
は
、
直
ち
に
麻
薬
取
締
員
証
を
知
事

に
返
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
十
五
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

別
記
(第
二
条
関
係
)

本
体

身
分
証

記
章
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� �
備
考１
本
体
は
､
黒
色
革
製
二
つ
折
り
と
し
､
紐 ひ
もを
付
け
る
穴
を
設
け
る
こ
と
｡

２
身
分
証
入
れ
は
､
無
色
透
明
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
と
し
､
身
分
証
に
表
示
さ
れ
た
事
項
を
外

側
か
ら
確
認
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
｡

３
身
分
証
に
は
､
脱
帽
上
半
身
正
面
の
写
真
を
印
刷
し
､
又
は
張
り
付
け
､
氏
名
を
記
し
､
県

名
を
刻
印
し
､
及
び
知
事
印
を
押
す
こ
と
｡

４
記
章
は
､
金
属
製
と
し
､
｢麻
薬
取
締
員
｣
及
び
｢Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｏ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
Ｒ

Ｏ
Ｌ
Ｏ
Ｆ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｒ
｣
の
文
字
を
黒
色
､
そ
の
他
の
部
分
を
金
色
又
は
銀
色
で
表
示
す
る

こ
と
｡

告

示

青
森
県
告
示
第
四
百
九
十
二
号

生
活
保
護
法

(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号)
第
五
十
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
指

定
医
療
機
関
か
ら
廃
止
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
五
十
五
条
の
二
第
二
号
の
規
定
に

よ
り
告
示
す
る
。

平
成
十
五
年
七
月
三
十
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

青
森
県
告
示
第
四
百
九
十
三
号

生
活
保
護
法

(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号)

第
四
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
医
療
扶
助

の
た
め
の
医
療
を
担
当
さ
せ
る
機
関
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
五
十
五
条
の
二
第
一

号
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
十
五
年
七
月
三
十
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

青
森
県
告
示
第
四
百
九
十
四
号

結
核
予
防
法

(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
九
十
六
号)

第
三
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
法

第
三
十
四
条
及
び
第
三
十
五
条
に
規
定
す
る
医
療
を
担
当
さ
せ
る
機
関
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の

で
、
結
核
予
防
法
施
行
令

(

昭
和
二
十
六
年
政
令
第
百
四
十
二
号)

第
二
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
告
示
す
る
。

平
成
十
五
年
七
月
三
十
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

青
森
県
告
示
第
四
百
九
十
五
号

農
林
水
産
大
臣
か
ら
、
次
の
と
お
り
森
林
に
つ
い
て
保
安
林
の
指
定
を
解
除
し
よ
う
と
す
る
旨
の

通
知
が
あ
っ
た
の
で
、
森
林
法

(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号)

第
三
十
条
の
規
定
に
よ

り
告
示
す
る
。

平
成
十
五
年
七
月
三
十
日
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名

称

所

在

地

廃
止
年
月
日

花
園
薬
局

す
か
い
薬
局

青
森
市
花
園
二
丁
目
四
三
の
二
五

青
森
市
花
園
二
丁
目
四
四
の
一
〇
サ
ン
シ
テ
ィ
花
園

一
〇
三
号
室

平
成
��

･

�･

��

〃

名

称

所

在

地

指
定
年
月
日

ア
ッ
プ
ル
調
剤
薬

局花
園
薬
局

す
か
い
薬
局

お
お
わ
に
中
央
ク

リ
ニ
ッ
ク

い
わ
ぶ
ち
矯
正
歯

科
ク
リ
ニ
ッ
ク

青
森
市
古
川
二
丁
目
八
の
八

青
森
市
花
園
二
丁
目
四
三
の
二
五

青
森
市
花
園
二
丁
目
四
三
の
一
五

南
津
軽
郡
大
鰐
町
大
字
大
鰐
字
湯
野
川
原
九
二
の
一

三八
戸
市
白
銀
三
丁
目
一
四
の
七

平
成
��･

�･

��

��･

�･

�

〃〃��･

�･

��

名

称

所

在

地

指
定
年
月
日

お
お
わ
に
中
央
ク

リ
ニ
ッ
ク

南
津
軽
郡
大
鰐
町
大
字
大
鰐
字
湯
野
川
原
九
二
の
一

三

平
成
��･

�･

��

� �
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青
森
県
知
事

三

村

申

吾

一

解
除
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所

青
森
市
大
字
駒
込
字
南
駒
込
山
一
の
一
・
大
字
横
内
字
前
岳
一
の
一

(

以
上
二
筆
国
有
林
。
次

の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。)

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
か
ん
養

三

保
安
林
を
解
除
し
よ
う
と
す
る
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め

(
｢

次
の
図｣

は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
青
森
県
農
林
水
産
部
林
政
課
及
び
青
森
市
役
所
に
備

え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。)

青
森
県
告
示
第
四
百
九
十
六
号

土
地
収
用
法

(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
。
以
下

｢

法｣

と
い
う
。)

第
二
十
条
の
規

定
に
よ
り
事
業
の
認
定
を
し
た
の
で
、
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
告
示
す

る
。

平
成
十
五
年
七
月
三
十
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

一

起
業
者
の
名
称

百
石
町

二

事
業
の
種
類

｢

大
山
将
棋
資
料
記
念
館｣

建
設
事
業

三

起
業
地

１

収
用
の
部
分

青
森
県
上
北
郡
百
石
町
字
下
前
田
地
内

２

使
用
の
部
分

な
し

四

事
業
の
認
定
を
し
た
理
由

１

法
第
二
十
条
第
一
号
の
要
件

日
本
の
文
化
で
あ
る
将
棋
を
通
じ
て
地
域
交
流
・
青
少
年
育
成
な
ど
を
図
り
、
将
棋
に
関
す

る
資
料
の
展
示
室
を
備
え
た

｢

大
山
将
棋
資
料
記
念
館｣

は
、
法
第
三
条
第
三
十
二
号
の

｢

国

又
は
地
方
公
共
団
体
が
設
置
す
る
公
園
、
緑
地
、
広
場
、
運
動
場
、
墓
地
、
市
場
そ
の
他
公
共

の
用
に
供
す
る
施
設｣

に
該
当
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。

２

法
第
二
十
条
第
二
号
の
要
件

起
業
者
は
、
事
業
遂
行
に
つ
い
て
既
に
財
源
措
置
を
講
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
充
分
な
意
思

と
能
力
を
有
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
。

３

法
第
二
十
条
第
三
号
の
要
件

起
業
者
は
、｢

将
棋
の
町｣

と
し
て
の
貴
重
な
文
化
財
を
適
切
に
保
存
・
管
理
し
、
展
示
す

る
施
設
と
し
て
、
ま
た
、
将
棋
の
普
及
奨
励
を
目
指
し
、
文
化
芸
術
の
充
実
及
び
観
光
の
振
興

を
図
る
た
め

｢

大
山
将
棋
資
料
記
念
館｣

を
設
置
し
よ
う
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
本
件
事

業
の
施
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
利
益
は
存
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。

一
方
、
本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
失
わ
れ
る
利
益
は
、
工
事
期
間
中
の
騒
音
、
振
動
等
に
起

因
す
る
周
辺
環
境
へ
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
が
、
本
件
事
業
に
よ
る
地
域
住
民
の
利
用
上
の
利

便
性
を
考
慮
す
る
と
、
一
時
的
な
影
響
は
存
す
る
も
の
の
そ
れ
に
も
増
し
た
利
便
性
が
え
ら
れ

る
こ
と
、
隣
接
に
図
書
館
、
生
涯
学
習
施
設
、
健
康
福
祉
・
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
福
祉
プ
ラ

ザ
な
ど
町
の
教
育
・
文
化
・
福
祉
ゾ
ー
ン
が
存
在
し
、
相
互
の
利
用
に
よ
る
相
乗
効
果
が
期
待

で
き
る
こ
と
、
事
業
計
画
や
環
境
問
題
な
ど
に
対
す
る
反
対
が
な
い
こ
と
か
ら
、
失
わ
れ
る
利

益
は
小
さ
い
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
候
補
地
の
選
定
に
当
た
り
、

イ

児
童
、
生
徒
な
ど
の
施
設
利
用
が
容
易
に
で
き
る
こ
と
。

ロ

土
地
の
取
得
が
容
易
で
、
傾
斜
が
少
な
く
造
成
工
事
も
容
易
な
こ
と
。

ハ

関
連
文
化
施
設
と
の
有
機
的
な
連
携
が
図
ら
れ
る
こ
と
。

を
基
準
と
し
て
総
合
的
に
比
較
検
討
が
な
さ
れ
て
お
り
、
起
業
地
は
最
も
事
業
費
が
少
な
く
、

関
連
文
化
施
設
と
の
有
機
的
な
連
携
が
優
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
。

以
上
の
と
お
り
本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
利
益
と
失
わ
れ
る
利
益
を
比
較
衡
量
し

た
結
果
、
本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
利
益
が
失
わ
れ
る
利
益
に
優
越
す
る
と
認
め
ら

れ
る
と
と
も
に
、
本
件
事
業
の
起
業
地
は
他
の
候
補
地
と
比
較
し
て
最
も
適
切
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
。

４

法
第
二
十
条
第
四
号
の
要
件

起
業
者
は
、
本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り

｢

将
棋
の
町｣

と
し
て
の
貴
重
な
文
化
財
を
適
切
に

保
存
・
管
理
し
、
展
示
す
る
施
設
と
し
て
、
ま
た
、
日
本
の
文
化
で
あ
る
将
棋
を
通
じ
て
地
域

交
流
・
青
少
年
育
成
な
ど
を
図
り
、
将
棋
の
普
及
奨
励
を
目
指
し
、
文
化
芸
術
の
充
実
及
び
観

光
の
振
興
を
図
る
た
め
将
棋
に
関
す
る
資
料
の
展
示
室
を
備
え
た

｢

大
山
将
棋
資
料
記
念
館｣
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を
設
置
し
よ
う
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
本
件
事
業
に
係
る
起
業
地
の
範
囲
は
、
将
棋
を
通

じ
て
よ
り
一
層
の
教
育
、
文
化
の
推
奨
と
地
域
の
活
性
化
を
実
現
す
る
た
め
必
要
な
建
物
及
び

駐
車
場
等
の
設
置
に
必
要
な
範
囲
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
、
本
件
事
業
は
、
土
地
を
収
用
す
る
公

益
上
の
必
要
性
が
認
め
ら
れ
る
。

五

法
第
二
十
六
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
図
面
の
縦
覧
場
所

百
石
町
役
場

公

告

大
規
模
小
売
店
舗
の
立
地
に
関
す
る
意
見
の
概
要

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法

(

平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号)

第
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
述
べ

た
意
見
の
概
要
に
つ
い
て
、
同
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平
成
十
五
年
七
月
三
十
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

一

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

エ
ル
ム
の
街
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

五
所
川
原
市
大
字
唐
笠
柳
字
藤
巻
五
一
七
の
一
外

二

大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
の
名
称
及
び
住
所
並
び
に
代
表
者
の
氏
名

五
所
川
原
街
づ
く
り
株
式
会
社

五
所
川
原
市
大
字
唐
笠
柳
字
藤
巻
五
一
七
の
一

代
表
取
締
役

葛
西
英
機

三

意
見
の
概
要

県
の
意
見
な
し

四

意
見
書
の
縦
覧

１

場
所

青
森
県
商
工
労
働
部
経
営
振
興
課
及
び
五
所
川
原
市
役
所

２

期
間

平
成
十
五
年
七
月
三
十
日
か
ら
同
年
八
月
三
十
日
ま
で

３

時
間

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時
四
十
五
分
ま
で

た
だ
し
、
五
所
川
原
市
役
所
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
執
務
時
間
内
と
す
る
。

大
規
模
小
売
店
舗
の
立
地
に
関
す
る
意
見
の
概
要

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法

(

平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号)

第
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
述
べ

た
意
見
の
概
要
に
つ
い
て
、
同
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平
成
十
五
年
七
月
三
十
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

一

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

弘
前
城
東
タ
ウ
ン
プ
ラ
ザ

弘
前
市
城
東
第
五
地
区
土
地
区
画
整
理
地
区
内
六
一
街
区
一
画
地
外

二

大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
の
名
称
及
び
住
所
並
び
に
代
表
者
の
氏
名

北
海
道
リ
ー
シ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社

北
海
道
札
幌
市
中
央
区
大
通
西
六
丁
目
一
〇
の
一

代
表
取
締
役
社
長

堀
澤
勝
己

三

意
見
の
概
要

県
の
意
見
な
し

四

意
見
書
の
縦
覧

１

場
所

青
森
県
商
工
労
働
部
経
営
振
興
課
及
び
弘
前
市
役
所

２

期
間

平
成
十
五
年
七
月
三
十
日
か
ら
同
年
八
月
三
十
日
ま
で

３

時
間

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時
四
十
五
分
ま
で

た
だ
し
、
弘
前
市
役
所
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
執
務
時
間
内
と
す
る
。

大
規
模
小
売
店
舗
の
立
地
に
関
す
る
意
見
の
概
要

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法

(

平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号)

第
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
述
べ
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(

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
発
行)

青
森
市
長
島
一
丁
目
一
番
一
号

青

森

県

発

行

所

・

発

行

人

定
価
小
口
一
枚
ニ
付
十
五
円
一
銭

青
森
市
古
川
二
丁
目
一
七
番
五
号

東

奥

印

刷

株

式

会

社

印

刷

所

・

販

売

人

た
意
見
の
概
要
に
つ
い
て
、
同
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平
成
十
五
年
七
月
三
十
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

一

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
黒
石
店

黒
石
市
錦
町
二
外

二

大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
の
名
称
及
び
住
所
並
び
に
代
表
者
の
氏
名

マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
東
北
株
式
会
社

秋
田
県
秋
田
市
土
崎
港
北
一
丁
目
六
の
二
五

代
表
取
締
役

原
田
昭
彦

三

意
見
の
概
要

県
の
意
見
な
し

四

意
見
書
の
縦
覧

１

場
所

青
森
県
商
工
労
働
部
経
営
振
興
課
及
び
黒
石
市
役
所

２

期
間

平
成
十
五
年
七
月
三
十
日
か
ら
同
年
八
月
三
十
日
ま
で

３

時
間

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時
四
十
五
分
ま
で

た
だ
し
、
黒
石
市
役
所
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
執
務
時
間
内
と
す
る
。

大
規
模
小
売
店
舗
の
立
地
に
関
す
る
意
見
の
概
要

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法

(

平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号)

第
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
述
べ

た
意
見
の
概
要
に
つ
い
て
、
同
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平
成
十
五
年
七
月
三
十
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

一

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

ス
ー
パ
ー
ド
ラ
ッ
グ
ア
サ
ヒ
十
和
田
店

十
和
田
市
大
字
相
坂
字
白
上
二
四
八
の
二
外

二

大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
の
名
称
及
び
住
所
並
び
に
代
表
者
の
氏
名

株
式
会
社
横
浜
フ
ァ
ー
マ
シ
ー

北
津
軽
郡
板
柳
町
大
字
灰
沼
字
岩
井
四
六
の
三
四

代
表
取
締
役

松
山
稔

三

意
見
の
概
要

県
の
意
見
な
し

四

意
見
書
の
縦
覧

１

場
所

青
森
県
商
工
労
働
部
経
営
振
興
課
及
び
十
和
田
市
役
所

２

期
間

平
成
十
五
年
七
月
三
十
日
か
ら
同
年
八
月
三
十
日
ま
で

３

時
間

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時
四
十
五
分
ま
で

た
だ
し
、
十
和
田
市
役
所
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
執
務
時
間
内
と
す
る
。
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